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２ 新就職者激励会
４ あいづばんげ男女共同参画プランを推進します
6 御田植祭
7 第3回町交流スポーツ大会
8 いにしえ街道マラソン大会
9 熱中症に注意しましょう
10 後期高齢者医療制度について
11 平成25年度　町のごみ排出状況
12 軽自動車税が改正されます

13 町史編さんだより
14 食育だより
15 図書室だより
16 まちの話題
18 お知らせ版インフォメーション
24 健康づくり・すこやか
25 8月の保健ガイド・戸籍の窓口 外
26 人の駅・川の駅・道の駅拠点整備事業
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津
坂
下
町
雇
用
促
進
協
議
会
主
催
に

よ
る
「
新
就
職
者
激
励
会
」
が
７
月

17
日
、
会
津
坂
下
町
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
43
名
が
町
内
の
工
場
・
団

体
・
販
売
店
・
医
療
機
関
等
に
採
用
さ
れ

勤
務
し
て
い
ま
す
。

激
励
会
で
は
、「
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
表
彰
が
あ
り
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

加
藤
麻
衣
さ
ん
（
株
式
会
社　

東
邦
銀
行

坂
下
支
店
）
が
作
品
を
発
表
し
ま
し
た
。

最
後
に
新
就
職
者
を
代
表
し
て
藤
原
美

佳
さ
ん(

坂
下
厚
生
総
合
病
院)

が
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

激
励
会
終
了
後
、
経
営
士
・
Ｉ
Ｔ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
阿
部
憲
夫
さ
ん
に
よ
る

「
家
族
・
会
社
・
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る

人
に
な
る
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
、
新

就
職
者
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
三
年
が
経
ち
ま
し
た
。
当
時
、

大
学
生
と
し
て
福
島
県
で
生
活
し
て
い
た
私
は
、
自
分

の
将
来
に
つ
い
て
「
福
島
県
の
人
々
を
支
え
た
い
」
と

考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
私
が
思
い
描
く
社

会
人
と
は
「
誰
か
を
支
え
ら
れ
る
強
い
人
間
」
だ
っ
た

か
ら
で
す
。
社
会
に
出
る
以
上
、
甘
え
は
許
さ
れ
ず
、

誰
も
自
分
を
助
け
て
は
く
れ
な
い
と
考
え
て
い
た
の

で
、
社
会
に
対
す
る
期
待
と
同
時
に
、
自
分
に
務
ま
る

の
か
、
と
い
う
不
安
も
膨
ら
ん
で
い
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
も
、
今
春
新
社
会
人
と
な
り
、
会
津
坂
下

町
で
の
生
活
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。
社
会
人
と
し
て
数

ケ
月
が
経
ち
ま
す
が
、
現
実
は
厳
し
く
、
職
場
で
は
、

毎
日
の
仕
事
を
こ
な
す
の
に
精
一
杯
で
、
一
日
が
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
先
輩
方
の
仕
事
を
す

る
様
子
を
見
て
「
職
場
・
社
会
と
は
、
と
も
に
働
き
、

と
も
に
生
き
る
家
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
実
感
す
る

と
同
時
に
、
そ
の
姿
に
今
は
ま
だ
憧
れ
る
ば
か
り
で

す
。
今
の
私
は
力
不
足
で
一
人
前
に
は
程
遠
い
で
す

が
、
明
る
く
元
気
に
仕
事
に
取
り
組
み
「
と
も
に
生
き

る
家
」
の
一
員
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
辛
く

苦
し
い
と
き
で
も
、
き
っ
と
楽
し
く
な
る
と
、
自
分
に

言
い
聞
か
せ
、
立
ち
上
が
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
私
は
現
在
、
周
り
の
人
々
の
支
え
が
あ
っ

「
社
会
人
と
な
っ
て
」 

加
藤　

麻
衣

株
式
会
社　

東
邦
銀
行　

坂
下
支
店

会

最
優
秀
賞
受
賞
作
品

未
来
を
担
う
新
社
会
人

未
来
を
担
う
新
社
会
人

活
躍
に
期
待
！

活
躍
に
期
待
！

新
就
職
者
激
励
会
を

開
催
し
ま
し
た

新就職者激励会開催
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て
こ
そ
、
今
の
自
分
が

あ
る
、
と
い
う
こ
と
を

一
層
強
く
実
感
し
て
い

ま
す
。
初
め
て
の
一
人

暮
ら
し
、
初
め
て
の
仕

事
、
何
も
か
も
が
手
探

り
の
日
々
を
経
験
し
た

か
ら
こ
そ
、
そ
の
こ
と

に
気
付
く
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
今
の

私
の
目
標
は
、
一
日
も

早
く
仕
事
を
覚
え
、
上

司
や
先
輩
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
福
島
の
人
々
の
役

に
立
て
る
よ
う
な
、
強

く
優
し
い
東
邦
銀
行
の

一
員
に
な
る
こ
と
で

す
。
遠
く
で
応
援
し
て

く
れ
て
い
る
家
族
、
暖

か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ

る
職
場
の
方
々
、
地
域

の
方
々
、
友
人
た
ち
に

感
謝
し
、
恩
返
し
が
で

き
る
よ
う
、
精
一
杯
努

力
し
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

平
成
26
年
度
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
（
敬
称
略
）

▼
最
優
秀
賞

「
社
会
人
と
な
っ
て
」

　

加
藤　

麻
衣

　
（
株
式
会
社　

東
邦
銀
行

坂
下
支
店
）

▼
入
選

「
社
会
人
と
な
っ
て
」

　

山
内　

梨
央

（
小
島
工
業　

株
式
会
社
）

「
地
元
企
業
に
就
職
し
て
」

　

栗
城　

汐
里

（
坂
下
電
子
光
学　

株
式
会
社
）

「
社
会
人
と
な
っ
て
」

　

小
池　

麻
紀

（
坂
下
電
子
光
学　

株
式
会
社
）

「
地
元
企
業
に
就
職
し
て
」

　

佐
藤　

静
流

（
株
式
会
社　

太
郎
庵
）

「
社
会
人
と
な
っ
て
」

　

〜
学
生
と
社
会
人
の
違
い
か
ら
〜

　

江
川　

美
樹

（
会
津
み
ど
り
農
業
協
同
組
合
）

「
社
会
人
と
な
っ
て
」

　

苗
村　

駿
太

　
（
ア
ル
ト
ン
工
業　

株
式
会
社
）

「
若
者
と
仕
事
」

　

山
崎　

直
人

　
（
宇
内
鉄
筋
工
業　

株
式
会
社
）

新就職者激励会開催

▼
優
秀
賞

「
新
社
会
人
と
し
て
」

　

藤
原　

美
佳

　
（
坂
下
厚
生
総
合
病
院
）



男女共同川柳

★第１回特選★
　男でも
　介護はできる　親だもの

④　健やかでいきいきと暮らせる社会づくり

すべての男女が安心して暮らせる総合的な福祉の充実を目指します。

【町の具体的施策内容（例）】
・健康管理センター内における各種相談
・地域包括支援センターにおける介護等に
関する相談　

【問い合わせ先】
　教育課　社会文化班　☎８３－３０１０

③　男女がともに働きやすい環境づくり

国や県、企業と連携を図りながら、ワークライフ・
バランス（仕事と生活の調和）を推進します。

【町の具体的施策内容（例）】
・ 幼稚園における預かり保育
　（平成28年度から幼稚園の年限を３年にする）
・ 育児・介護休業取得の環境づくり
・ 保育所の延長保育の実施
・再就職につながる情報やスキルアップの情報提供

町内企業女性従業員及び管理職比率（町内23社）

0 20 40 60 80 100％

平成25年度企業調査結果より

全体平均（企業数23）

従業員数150人以上
（企業数６）

従業員数100人以上150人以下
（企業数０）

従業員数50人以上100人以下
（企業数５）

従業員数50人以下 
（企業数12）

平均女性管理職比率平均女性従業員比率

46％ 27％

52％ 40％

0％

43％ 10％

37％ 9％

②　男女共同の社会・地域づくり

男女の個性が尊重され、喜びも責任も分かち合う平等な社会の実現のためには、女性があらゆる分
野で能力を発揮できるよう、公的機関や地域活動などにおいて、女性の積極的な登用を推進します。

【町の具体的施策内容（例）】
・会津坂下町ボランティアセンター
を支援

・会津坂下町まちづくりセンター
　運営支援
・町審議会等への女性の登用

平成26年度
全国男女共同参画
キャッチフレーズ

『家事場のパパヂカラ』

女性の管理職は
27％に留まって
います！

4

プランを推進します



　今年３月に内容の見直しを終え、４月から「あいづばんげ男女共同参画プラン」（あい
づばんげ　なのはな　プラン）が新しくスタートしました。
　４つの基本目標を掲げ、暮らしやすい「あいづばんげまち」を目指しますのでご協力を
お願いします。

①　男女平等・人権を尊重する意識づくり

すべての町民に対して、家庭・学校・地域・行政が連携し取り組みます。

【町の具体的施策内容（例）】
・幼児期における父親の育児参加を推進

（育メン週間）
男女共同川柳

★第８回特選★
　お父さん
　プロ級だよね　風呂そうじ

・地域づくり協議会におけるリーダーの育成

・各地区コミュニティセンターにおける関連講座
の実施

・平成26年度より町民にわかりやすい町組織機
構の名称変更(こども課設置)

～男女共同参画はなぜ必要なの？～～男女共同参画はなぜ必要なの？～

社会経済情勢・少子高齢化等の変化の中で、男女が対等に「自分らしく」生きるために、家
庭や地域、職場など、あらゆる場面でともに考え、行動し、ともに責任を担っていく社会の実
現が求められています。

～男女共同参画はなぜ必要なの？～～男女共同参画はなぜ必要なの？～

5

あいづばんげ男女共同参画プ
― 町民一人ひとりが自分らしく生きるために ―



七
月
六
日
・
七
日
の
両
日
、
御
田

植
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

六
日
か
ら
七
夕
書
道
展
が
開
か
れ
、

七
日
に
は
伝
統
の
早
乙
女
踊
り
や
神

輿
渡
御
な
ど
、
様
々
な
催
し
が
行
わ

れ
今
秋
の
豊
作
を
願
い
ま
し
た
。

神
輿
渡
御
で
は
、
町
青
年
団
体
連

絡
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
15
人
が
参
加

し
、「
て
ん
ぐ
様
」
の
格
好
や
白
装

束
に
身
を
包
み
、
栗
村
稲
荷
神
社
で

神
事
を
行
っ
た
後
、
町
内
を
練
り
歩

き
ま
し
た
。

早
乙
女
踊
り
で
は
、
伝
統
の
踊
り

を
継
承
し
た
保
存
会
メ
ン
バ
ー
と
会

津
農
林
高
校
の
生
徒
た
ち
に
よ
り
定

林
寺
、
町
役
場
前
、
台
ノ
宮
公
園
、

栗
村
稲
荷
神
社
の
四
カ
所
で
披
露
、

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
色
あ
ざ
や
か
な

着
物
に
笠
を
被
り
、
羽
子
板
、
棒
、

花
笠
を
代
わ
る
代
わ
る
に
持
ち
、
笛

や
太
鼓
の
お
は
や
し
に
合
わ
せ
た
伝

統
の
踊
り
に
よ
り
、
大
勢
の
観
覧
者

を
魅
了
し
ま
し
た
。

諏
訪
神
社
境
内
に
あ
る
中
央
相
撲

場
で
は
、
第
57
回
御
田
植
祭
奉
納
親

善
相
撲
大
会
が
開
か
れ
、
町
内
の
小
、

中
学
生
１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

力
強
く
ぶ
つ
か
り
合
う
迫
力
あ
る
取

り
組
み
に
た
く
さ
ん
の
声
援
が
飛
ん

で
い
ま
し
た
。
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７月21日（月）【海の日】、第３回会津坂下町スポーツ交流大
会が開催されました。
この大会は、町内各地区間の交流と親睦を深める事を目的と

しています。ソフトボール・家庭バレーボールとも各地区での
予選を勝ち抜いた７チームと前年度優勝チームの計８チームが
参加しました。
ソフトボールは前回大会が悪天候により中止となりました
が、今回は天候にも恵まれ２年ぶりとなる青空の下での開催となりました。
試合が始まると、さすが各地区予選を勝ち抜いてきたチーム！ハイレベルな戦いを繰り広げていま

した。また、応援席からの声援が選手を後押しし、各地区一丸となって試合に臨む様子が印象的でし
た。
【ソ フ ト ボ ー ル】優　勝　塔寺スーパースターズ（塔寺）
　　　　　　　　　　準優勝　チームＳＡＫＵＲＡ（桜木町）
　　　　　　　　　　第３位　古坂下綾鷹（古坂下）
【家庭バレーボール】優　勝　古坂下綾鷹（古坂下）
　　　　　　　　　　準優勝　ＳＡＫＵＲＡＧＩ町（桜木町）
　　　　　　　　　　第３位　福原バレーボール部（福原）
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第３回会津坂下町スポーツ交流大会開催第３回会津坂下町スポーツ交流大会開催
ソフトボール　塔寺スーパースターズ初優勝！！ソフトボール　塔寺スーパースターズ初優勝！！
家庭バレーボール　王座奪還！！古坂下綾鷹チーム家庭バレーボール　王座奪還！！古坂下綾鷹チーム



大会前日　10月18日（土）
道の駅あいづ　湯川・会津坂下
（仮称）多目的広場にて

午後２時　町営駐車場集合（坂
下南小北側）シャトルバスを運
行いたします。
※当日広場付近の国道49号線は
混雑が予想されますので、シャ
トルバスをご利用ください。

部門
番号 競技区分 距離 部門番号 競技区分 距離

1 高 校 生 男 子
10
㎞

14 小 学 ５ 年 生 男 子

2
㎞

2 男子Ａ（39歳以下） 15 小 学 ５ 年 生 女 子
3 男子Ｂ（40歳以上） 16 小 学 ４ 年 生 男 子
4 中 学 生 男 子

5
㎞

17 小 学 ４ 年 生 女 子
5 高 校 生 男 子 18 小 学 ３ 年 生 男 子
6 男子Ｃ（39歳以下） 19 小 学 ３ 年 生 女 子
7 男子Ｄ（40歳以上50歳未満） 20 小 学 ２ 年 生 男 子
8 男子Ｅ（50歳以上60歳未満） 21 小 学 ２ 年 生 女 子
9 男子Ｆ（60歳以上） 22 小学１年生オープン

1
㎞

10 中 学 生 女 子 3
㎞

23 親子（お父さんと１年生以下の子ども）
11 高 校 生 以 上 女 子 24 親子（お母さんと１年生以下の子ども）
12 小 学 ６ 年 生 男 子 2

㎞
25 親子（お父さんと園児の子ども）

13 小 学 ６ 年 生 女 子 26 親子（お母さんと園児の子ども）

参加申込締め切り　９/19（金）
平成平成2626年年1010月月1919日（日）開催日（日）開催

▼主催　会津坂下町
▼大会事務局・問い合わせ先　　
　あいづばんげ『いにしえ街道』マラソン大会実行委員会事務局
　ＮＰＯ法人スポーツクラブバンビィ　☎・FAX ８３－２３０１（町民体育館内）

8

通算開催３０回記念通算開催３０回記念

あいづばんげ

『いにしえ街道』
マラソン大会 2014

特別招待選手特別招待選手
安西秀幸安西秀幸さんさん

特別招待チーム特別招待チーム
駒澤大学陸上競技部駒澤大学陸上競技部



８月は熱中症の発生がピークになります。暑い夏を元気に過ごすため、
熱中症のことをよく知り、しっかり予防しましょう。

熱中症熱中症 に注意しましょう！

こんなときは要注意！
●気温が高い、湿度が高い
●体調が良くない
●涼しい室内から室外へ出て活動するとき
（温度差が大きいとき）

特に・・・　高齢者　　子ども　　持病のある方高齢者　　子ども　　持病のある方　は注意が必要です。

急に暑くなった
日は特に注意！

☆こまめな水分・塩分の補給
　のどの渇きを感じなくても、こまめに水分補給をしましょう！

☆扇風機やエアコンを使った温度調整
　こまめに室温を確認し、28℃を超えないように扇風機やエアコンを
上手に使いましょう！また、こまめな換気、遮光カーテン、すだれ、
打ち水など、室温が上がりにくい環境づくりもオススメです。

☆体調に合わせた取り組み
　通気性の良い、吸湿・速乾の衣類を着用しましょう！また、体温調整
が十分でない高齢者や子どもは体温を測定することも大切です。体温が
高い場合は、保冷剤や氷、冷たいタオルなどを使用し、体を冷やしまし
ょう。

☆外出時の準備
　日傘や帽子を着用し、直射日光を避けましょう！日陰などを利用し、
こまめに休憩しましょう。帽子の中に熱がこもりきりにならないよう
に、時々帽子の中も換気しましょう。

一人ひとりが周囲の人に気を配り、熱中症の予防を呼びかけ合うことで、熱中症の発生を防ぐこと
ができます。特に熱中症にかかりやすい高齢者や子どもについては、周囲が協力して注意深く見守る
ようにしましょう。

【問い合わせ先】健康管理センター　☎８３－１０００

室内にいるときや、
夜も注意が必要！

★ 熱中症予防のポイント ★★ 熱中症予防のポイント ★

健康管理センターからのお知らせ
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保険料率は、福島県内の後期高齢者の方の２年間の医療給付費（総医療費から窓口負担額を除いた
額） を推計し、２年ごとに見直しを行っています。平成26年度及び27年度の保険料は次のとおりです。 

区　分 現行の保険料率
（平成 24・25 年度）

新しい保険料率
（平成 26・27年度）

均等割額 ４０，０００円 ４１，７００円

所得割率 ７．７６％ ８．１９％

平成26年度の保険料額及び納付方法については、８月中旬にお知らせします。
所得の低い方や被用者保険の被扶養者であった方に対する「保険料の軽減」は、平成26年度も継続

されます。

【保険料の算定方法】

後期高齢者医療制度について後期高齢者医療制度について

保険料
（年額）

均等割額と
所得割額の合計
※最高限度額57万円
100円未満切り捨て

均等割額
（被保険者全員が均等に負担）

４１，７００円
※世帯の所得に応じて軽減措置
があります。

所得割額
（所得に応じて負担）

 総所得金額等－３３万円 ×所得割8.19％

※被保険者の所得に応じて軽減措置
があります。

　※広域連合内（県内）では、原則として同じ保険料率が適用されます。

【保険料の計算例】
１．単身者の場合

例 被保険者の公的
年金収入（所得） 均等割額 所得割額 保険料額

1 80万円
（　0万円）

4,170円
（９割軽減） 0円  4,100円

2 153万円
（ 33万円）

6,255円
（8.5割軽減） 0円  6,200円

3 211万円
（ 91万円）

33,360円
（２割軽減）

23,751円
（５割軽減） 57,100円

4 260万円
（140万円） 41,700円 87,633円 129,300円

【問い合わせ先】
生活課　保険年金班
☎８４－１５１３
福島県後期高齢者医療広域連合
☎０２４－５２８－９０２５

２．夫婦２人世帯で夫が世帯主の場合

例 被保険者の公的
年金収入（所得） 均等割額 所得割額 保険料額

1
夫 80万円
（ 0万円）

4,170円
（９割軽減） 0円  4,100円

妻 80万円
（ 0万円）

4,170円
（９割軽減） 0円  4,100円

2
夫 153万円
（33万円）

6,255円
（8.5割軽減） 0円  6,200円

妻 80万円
（ 0万円）

6,255円
（8.5割軽減） 0円  6,200円

3
夫 211万円
（91万円）

20,850円
（５割軽減）

23,751円
（５割軽減） 44,600円

妻 80万円
（ 0万円）

20,850円
（５割軽減） 0円 20,800円

4
夫 260万円
（140万円） 41,700円 87,633円 129,300円

妻 80万円
（ 0万円） 41,700円 0円 41,700円

生活課　保険年金班からのお知らせ
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平成25年度　会津坂下町のごみ排出状況
　

町
で
は
、
増
え
続
け
る
ご
み
の
減
量

化
・
再
資
源
化
を
め
ざ
し
て
、
平
成
16
年

に
「
ご
み
処
理
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

平
成
27
年
度
ま
で
の
目
標
を
定
め
て
い
ま

す
。

　

表
１
は
、
町
の
家
庭
系
ご
み
の
量
と
リ

サ
イ
ク
ル
率
に
つ
い
て
、
ご
み
処
理
基
本

計
画
に
お
け
る
目
標
値
と
平
成
24
・
25
年

度
の
実
績
を
表
し
た
も
の
で
す
。

　

平
成
25
年
度
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
に

比
べ
て
家
庭
系
ご
み
の
量
は
55
．
42
ｔ

（
1.4
％
）
増
加
し
て
、
3
9
4
8
ｔ
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
日
一
人
あ
た
り
の

ご
み
の
量
は
前
年
度
か
ら
2.6
%
増
加
し

て
、
6
2
5
ｇ
と
な
り
、
共
に
前
年
度
に

比
べ
て
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
率
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

よ
り
0
．
18
%
下
落
し
、
21
．
24
％
と
な

り
ま
し
た
。

　

可
燃
ご
み
も
、
分
け
れ
ば
資
源
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
み
を
出

す
前
に
、
も
う
一
度
分
別
で
き
な
い
か
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
み
の
減
量
化
は
、
一
人
ひ
と
り
の
意

識
と
取
組
み
が
重
要
で
す
。
ご
み
の
減
量

化
・
資
源
化
を
め
ざ
し
、
み
な
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
活
課　

戸
籍
環
境
班

　

☎
84
-
1
5
0
0

（表１）ごみ処理基本計画における目標と実績（平成24・25年度）

項　　目
目標

（平成27年度）
H24年度 H25年度 前年比

町の家庭系ごみの量
（全体量）

3,644ｔ以内 3,893.37ｔ 3,948.79ｔ ＋55.42ｔ

（目標との差） 249.37ｔ多い 304.79ｔ多い

町の家庭系ごみの量
（町民一人一日あたり）

599ｇ以内 609ｇ 625ｇ ＋16.00ｇ

（目標との差） 10ｇ多い 26ｇ多い

ごみリサイクル率
26.0% 21.42% 21.24% －0.18%

（目標との差） 4.58%少ない 4.76%少ない 　

燃えないごみ 燃えるごみ
（単位：ｔ） （単位：ｔ） （単位：ｔ）

230

232

234

236

238

240

242

244

246

Ｈ24 Ｈ25

239.8

237.8

2,600

2,650

2,700

2,750

2,800

2,850

2,900

2,950

3,000

Ｈ24 Ｈ25

2,818

2,870

資　源　物

800
805
810
815
820
825
830
835
840
845
850

Ｈ24 Ｈ25

834.0
838.8

生活課　戸籍環境班からのお知らせ
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総務課　税務管理班からのお知らせ

12

平成27年度から軽自動車税が
引上げとなります

平成27年４月１日より普通自動車税との均衡を図るため、地方税制の
改正により軽自動車税が次のとおり引上げとなります。

・バ イ ク 等

・軽 乗 用 車

50㏄以下・90㏄以下
1,000円 ➡ 2,000円

自家用車
7,200円 ➡ 10,800円

営業用車
5,500円 ➡ 6,900円

250㏄以下
2,400円 ➡ 3,600円

自家用車
4,000円 ➡ 5,000円

営業用車
3,000円 ➡ 3,800円

ミニカー
2,500円 ➡ 3,700円

125㏄以下
1,600円 ➡ 2,400円

平成27年４月１日
以降に新車登録され
る車輌

250㏄以上
4,000円 ➡ 6,000円

・軽 貨 物 車
※平成27年３月31日までに
登録された車輌について
は変更ありません。

※トラクターなどの農耕車については、農業の
振興を図るため変更はありません。

【問い合わせ先】総務課　税務管理班　☎８４－１５０２



町史編さんだより

平
成
15
年
か
ら
始
ま
っ
た
第
２
次
町
史

編
さ
ん
事
業
で
発
行
し
た
書
籍
の
中
か

ら
、
平
成
18
年
に
発
行
し
た
『
会
津
坂
下

町
史
第
６
巻
資
料
編
Ⅲ
近
代
・
現
代
（
上
）

学
校
文
書
』
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
本
は
、
町
内
に
あ
っ
た
７
つ
の
小

学
校
と
、
第
一
・
第
二
中
学
校
に
残
さ
れ

て
い
た
資
料
を
も
と
に
編
さ
ん
さ
れ
ま
し

た
。ち

ょ
う
ど
小
・
中
学
校
の
統
廃
合
が
検

討
さ
れ
始
め
て
お
り
、
会
津
坂
下
町
の
学

校
の
歴
史
が
大
き
く
動
こ
う
と
し
て
い
た

時
期
で
し
た
。「
貴
重
な
記
録
が
学
校
統

合
に
よ
っ
て
散
逸
し
か
ね
な
い
い
ま
、
こ

れ
を
残
す
こ
と
は
重
要
な
意
味
が
あ
ろ

う
」（
同
書
「
あ
と
が
き
」
よ
り
）
と
い

う
編
さ
ん
委
員
会
の
意
図
の
も
と
に
編
さ

ん
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

各
校
に
残
さ
れ
て
い
た
資
料
の
中
で
注

目
し
た
の
が
「
郷
土
誌
」「
沿
革
誌
」「
学

校
日
誌
」
で
す
。

「
郷
土
誌
」
は
、
明
治
44
年
と
昭
和
７

年
の
二
度
、
福
島
県
の
命
の
も
と
に
編
さ

ん
さ
れ
た
も
の
で
、
地
域
の
歴
史
や
地

会
津
坂
下
町
史
の

会
津
坂
下
町
史
の

紹
介
１

紹
介
１

－－

学
校
文
書
の
は
な
し

学
校
文
書
の
は
な
し

－－

勢
、
気
象
、
生
物
、
戸
口
、
官
公
署
、
教

育
か
ら
風
俗
習
慣
に
至
る
ま
で
、
当
時
の

地
域
の
様
子
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

「
沿
革
誌
」
は
、
学
校
の
歴
史
や
規
則
、

経
費
、
職
員
、
生
徒
の
よ
う
す
な
ど
が
年

度
ご
と
に
記
録
さ
れ
た
も
の
で
す
。

「
学
校
日
誌
」
は
、
残
念
な
が
ら
残
っ

て
い
た
学
校
は
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
名
の
通
り
学
校
の
日
々
の
日
誌
で

す
。こ

れ
ら
の
記
事
を
選
り
す
ぐ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
題
名
を
つ
け
読
み
や
す
い
よ
う
に

読
点
や
読
み
仮
名
を
つ
け
て
ま
と
め
ま
し

た
。ど

の
記
事
も
と
て
も
貴
重
な
記

録
な
の
で
す
が
、
特
に
目
を
引
く

の
が
明
治
期
の
「
学
校
日
誌
」
の

記
述
で
す
。
現
在
よ
く
み
ら
れ
る

事
務
的
な
表
現
で
は
な
く
、
学
校

で
の
出
来
事
が
細
や
か
に
記
録
さ

れ
て
い
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
例
え
ば
明
治
41
年
10
月
、
金

上
尋
常
小
学
校
で
は
３
・
４
・
５

年
生
が
東
山
へ
修
学
旅
行
に
で
か

け
て
い
ま
す
。
道
程
は
も
ち
ろ

ん
、
生
徒
が
途
中
で
腹
痛
を
起
こ

し
た
こ
と
、
介
抱
の
様
子
、
快
癒

し
た
あ
と
の
子
ど
も
た
ち
の
楽
し

げ
な
様
子
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

明
治
29
年
７
月
の
広
瀬
尋
常
高
等
小
学

校
の
大
洪
水
記
事
は
長
文
で
す
。
激
し
い

雨
に
よ
る
河
川
の
決
壊
、
冠
水
し
て
い
く

様
子
、
救
助
を
求
め
る
人
々
、
被
害
状
況

な
ど
が
危
機
迫
る
文
章
で
記
さ
れ
て
い
ま

す
。巻

頭
の
カ
ラ
ー
口
絵
に
は
編
さ
ん
当
時

の
小
・
中
学
校
、
会
津
坂
下
町
に
合
併
前
、

各
町
村
に
あ
っ
た
中
学
校
の
写
真
と
「
卒

業
ア
ル
バ
ム
」
か
ら
選
り
す
ぐ
っ
た
写
真

な
ど
を
載
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
明
治
期
の

卒
業
証
書
や
教
科
書
な
ど
も
載
せ
て
い
ま

す
。
ど
れ
も
貴
重
な
も
の
ば
か
り
で
す
。

町
内
の
小
・
中
学
校
が
統
合
さ
れ
て
数

年
が
経
ち
ま
し
た
。
も
う
一
度
、
各
地
区

に
あ
っ
た
私
た
ち
の
懐
か
し
い
学
校
の
様

子
を
こ
の
本
で
た
ど
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
史
編
さ
ん
室

☎
83
-
３
０
１
０
㈹

※
『
会
津
坂
下
町
史
第
６
巻
学
校
文
書
』

（
一
冊
２
５
０
０
円
）
を
販
売
し
て
お

り
ま
す
。

▲【口絵】中学校の校舎（一部）

▲昭和30年度若宮中学校卒業アルバムの一部
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食育だより

14

★☆ 8月19日は食育の日・家庭料理の日です☆★
【問い合わせ先】健康管理センター　☎８３－１０００

ばんげの味が育てる
おいしい楽しい健やかライフ
ばんげ保育所では「楽しく食べる元気な子」を食育目標に、年間10回ほど、栄養士の先生による
食育の指導を行っています。６月18日（水）に今年度初めての食育指導がありました。

その56

～ばんげ保育所の子どもたちへの食育の取り組み～

６月のねらい　「食事をおいしく食べるためには？」

材料（６人分）
さんま（骨なし）…３本 酒…………６ｇ
しょうゆ…………30ｇ 生姜………10ｇ
ざら糖……………30ｇ 水…………適量
＜作り方＞
①さんま以外の材料を鍋に入れ、沸騰させる。
②①を中火にし、さんまを入れ、落とし蓋をし20～
30分煮る。(時々、水分があるか確認する)
③味を整えたら出来上がり。

各クラスを栄養士さんが

見に来てくれました。

○手をきれいに石けんで洗いましょう。
○うがいをしましょう。
○きれいなタオルで手を拭きましょう。
○「いただきます」「ごちそうさま」の
あいさつは感謝をこめてしましょう。

子どもたちは、栄養士さんのお話に耳を傾けながら、給食を
喜んで食べていました。
この日のメニューは「おにぎり」でした。きれいになった手
で、きちんとごあいさつをしておいしく食べることができまし
た。
今後も食育指導の時間を通して、子どもたちに食べることの
大切さをわかりやすく伝えながら、楽しい食事ができるように
取り組んでいきたいと思います。

☆みんなが大好きな給食の時間です☆

２・３歳児クラスの子どもたちが、栄養士さ
んから、手作りのペープサート（人形劇）や絵
などを使ったわかりやすいお話を聞きました。

食べる前のお約束



中央公民館図書室からのお知らせ

15

中央公民館図書室　☎83-3010（定休日 : 第２火曜日）

あづま号図書貸出停止のお知らせ

県立図書館の移動図書館あづま号の次回
来館日は９月９日の予定です。
つきましては、８月12日よりあづま号図

書の貸出を停止させていただきます。
あづま号の図書を借りられている方は、

期限内の返却にご協力お願いします。

一般 決戦！大坂の陣 
（実業之日本社文庫）

司馬遼太郎、
松本清張ほか 著
実業之日本社

豊臣と徳川の軍勢が戦った戦国最
終決戦「大坂の陣」。その、大坂
の陣を背景に豪華作家陣が描く歴
史時代小説の作品集。

絵本 だるまさんが

かがくいひろし さく
ブロンズ新社

「だ・る・ま・さ・ん・が～」と、
次のページをめくると･･･あら
ら！びっくり！だるまさんがあん
なことに！人気の「だるまさん」
シリ―ズ第1弾。

☆新着本のおすすめの1冊☆

☆読み聞かせにおすすめの絵本☆

☆新着本の紹介☆

対象 本のタイトル 著者名 出版社

一般 土を使わないはじめて
の野菜づくり 中島水美 著 新星出版社

一般 お文の（角川文庫） 宮部みゆき 著 KADOKAWA
一般 すべての神さまの十月 小路幸也 著 PHP研究所
子ども うみの100かいだてのいえ いわいとしお 作 偕成社
子ども 大好きになる図画と工作 佐藤剛外 著 東京図書出版
子ども 日本の鳥の巣図鑑全259 鈴木まもる 作・絵 偕成社

このほかにも新着本がまだまだあります。
ぜひ、図書室へお越し下さい。

絵本で親子のふれあいを

『子どもと一緒に声をだして絵本を読んでみましょう』

図書室内では、声をだしてお子さんに絵本をよんであげたり
することができないと思います。
そこで、気兼ねなく自由にお子さんと一緒に、絵本を読んで
あげられる場所を設けました。
どなたでも利用できます。子育てサークルやグループの方
も、ぜひご利用ください。ブックスタートの本や絵本をたくさ
ん用意しています。お子さんと楽しく本を読
みながら、ふれあいの時間を過ごしてくださ
い。
▼場所：中央公民館和室
▼日時：８月25日（月）
▼時間：午前９時～12時まで

☆図書室開館時間延長のお知らせ☆

毎週木曜日、図書室の開館時間を２時間延長
しています。どうぞご利用ください。

《毎週木曜日》
開館時間：午前８時30分～午後７時

※その他の曜日の開館時間はこれまでどおり、
午前８時30分～午後５時までとなります。



16

TOWN TOPICS

まちの話題

人権擁護委員に猪
いの

俣
また

德
とく

吉
きち

氏
平成26年第 1 回定例会で議会の
同意を得て、国に人権擁護委員と
して推薦をしておりました、猪俣
德吉氏（上町）が、このたび、法
務大臣から、平成26年 7 月 1 日付

けをもって人権擁護委員として委嘱発令されま
した。今後は、人権擁護委員として、国民に保
障されている基本的人権の擁護と自由人権思想
の普及に努め、無料で町民の相談に応じて参り
ます。今後のご活躍をご期待いたします。
任　　期　平成26年 7 月 1 日より 3年

▼問い合わせ先
　生活課　戸籍環境班　☎84－1500　

祝100歳
佐
さ

藤
とう

健
けん

次
じ

さんに賀寿

　 5月22日、大沢の佐藤健次さんが百歳の誕生
日を迎えました。
自宅で賀寿贈呈式が行われ、記念品や花束な

どが贈呈されました。娘さんから花束を受けた
佐藤さんはうれしそうに笑顔で応えていました。
佐藤さんは家族と一緒に元気に毎日を過ごし

ているようです。
長生きの秘訣は、好きな物を食べ、好きな事

をして過ごす事だそうです。

新コーナーで「 」8月号から毎月、町が抱えている課
題や話題、そして会津坂下町の“今”についての情報を町長の私自ら皆さまに発信し
てまいります！！

　７月初旬は台風８号の影響により梅雨前線が活発化し、本町をはじめ県内全域に
大雨・洪水警報並びに土砂災害警戒情報が発令され、町としても警戒態勢を整え、
災害発生に備えました。
　また、７月12日（土）午前４時22分に福島県沖を震源とした地震が発生し、多く
の家庭では携帯電話からのエリアメール、また、町内防災無線による放送内容に驚
かれた方も多いと思います。幸いにも、大雨や地震による甚大な被害は免れました。
　皆さんの中には、地震によるエリアメール、防災無線の内容・あり方に不満を持
っている方もおられるでしょう。しかし、私たちは東日本大震災を経験し、多大な
る被害を目のあたりにしました。

　『備えあれば憂いなし』。メールや防災無線をはじめ、現在では様々な緊急対応システムが身の回りに
あります。迷惑だと思う前に、日頃からいざという時のための物心両面の備えが必要ではないでしょう
か。そして、いつもと違う音がする、いつもと違う流れになっているなど、異常を感じたら初期行動を
起こすことが大切です。
　町としましては、住民の皆さんの安全を確保するため、今後とも努力を重ねてまいります。
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まちの話題

わんぱく相撲全国大会に
小学生2人が出場！

保育所「育メン週間」

　 7月22日、坂下東小 6年の仙波
倖祐くん（写真右）、坂下南小 6
年の渡部孝芽くん（写真左）が、
わんぱく相撲全国大会への出場報
告に町役場を訪れました。
　 2人は、 6月に郡山市で開かれ
た県ブロック大会の小学 6年の部
で、仙波くんは準優勝、渡部くん
は 4位入賞し、全国大会への出場
権を得ました。
　仙波くんは「 4年生の時に出場
し、今回で 2回目になります。今
年が最後の大会になるので、悔い
の残らないように得意の押し相撲
を活かして、精一杯取組みたいで
す！」と力強く抱負を語り、渡部
くんは「初出場ですが、全力で取
り組み必ず一勝したい」と緊張し
ながらもしっかりと自分の決意を
述べていました。

ばんげ保育所では 7月22日（火）
～25日（金）に育メン週間（父親
保育参加）を行いました。子ども
達が保育所でどのように過ごし、
保育者や友達とどのような関わり
をしているかを参観や主体的に関
わりを持つことで多くのことに気
づき、子ども達を理解できる機会
とし、母親と共に子育てをする一
任者として、あたたかい家庭を築
く事を目的としています。
今回の参加人数は36名で、絵本
の読み聞かせや、プールあそび、
給食の補助などを体験してもらい
ました。一生懸命に子どもたちに
接しようと、がんばっているお父
さんたちの姿はとても素敵な育メ
ンでした！

第2回会津坂下町・西会津町
合同小学校水泳記録会

　 7月23日に、ばんげひがし公園
町民プールで、会津坂下町・西会
津町合同で第 2回目の水泳記録会
が行われました。
　両町教育委員会・小中学校長会
が主催し、坂下南小81人、坂下東
小85人、西会津小43人が日頃の練
習の成果を生かし、お互いに競い
合いました。開会式では、児童を
代表して坂下東小学校の五十嵐舞
雪さんが誓いのことばを述べまし
た。
　プールサイドでは、クラスメー
トや保護者の声援が飛び、児童全
員が自己記録更新を目指し力泳し
ていました。



お information

ご 

存 

知 

で 

す 

か

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
サ
ポ
ー
ト

今
後
執
行
さ
れ
る
選
挙
に
つ
い
て

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
選
挙
事

務
を
実
際
に
体
験
し
て
、『
選
挙
』

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
臨
時
職
員
は
「
登
録
制
」
に
な

り
、
業
務
内
容
は
以
下
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。

な
お
、
実
際
の
勤
務
に
つ
い
て
は
、

選
挙
期
日
が
決
定
次
第
、
登
録
さ
れ

て
い
る
方
に
あ
ら
た
め
て
通
知
し
、

勤
務
日
等
を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

▼
投
票
日
当
日
の
投
開
票
事
務

○
投
票
事
務　

午
前
７
時
〜
午
後
７

時
（
前
々
日
の
金
曜
日
午
後
１
時

〜
４
時
に
は
投
票
所
の
準
備
も
行

い
ま
す
。）

○
開
票
事
務　

午
後
８
時
〜
開
票
終

了
時
ま
で

○
賃
金　

投
票
・
開
票
事
務
と
も
時

給
１
１
５
３
円
（
た
だ
し
、
午
後

10
時
以
降
の
勤
務
は
時
給
１
３
６

７
円
）

▼
期
日
前
投
票
事
務

○
期
日
前
投
票
事
務　

午
前
８
時
30

分
〜
午
後
８
時
（
選
挙
の
告
示
日

又
は
公
示
日
の
翌
日
か
ら
選
挙
日

前
日
ま
で
の
期
間
で
１
日
以
上
勤

務
。）

○
賃
金　

平
日　

午
前
８
時
30
分
〜

ひ
と
り
親
家
庭
（
母
子
家
庭
・
父

子
家
庭
）
の
た
め
に
次
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

①
児
童
扶
養
手
当

児
童
を
育
て
て
い
る
ひ
と
り
親

家
庭
や
、
父
母
の
一
方
が
一
定
の

障
が
い
の
あ
る
家
庭
、
ま
た
は
父

母
に
か
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て

い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

②
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度

ひ
と
り
親
家
庭
の
親 

（
児
童
が

満
18
歳
に
な
っ
た
年
の
年
度
末
ま

午
後
５
時
15
分
６
３
３
０
円

午
後
５
時
15
分
以
後
時
給
１
０
６

８
円

　

土
・
日
曜
時
給
１
１
５
３
円

▼
応
募
資
格

○
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
50

歳
未
満
の
男
女

○
通
勤
可
能
な
方

※
選
挙
運
動
に
従
事
さ
れ
る
方
は
応

募
で
き
ま
せ
ん
。

▼
応
募
方
法

26
年
８
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
、

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
所
定
の

応
募
用
紙
を
提
出
願
い
ま
す
。（
応

募
用
紙
は
選
挙
管
理
委
員
会
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。
平
日
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
ま
で
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。）

※
昨
年
度
の
参
議
院
議
員
選
挙
時
ま

で
に
登
録
さ
れ
た
方
は
あ
ら
た
め

て
応
募
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
行
政
管
理
班
）

☎
84
‐
１
５
０
３

で
）
が
、
病
気
な
ど
の
た
め
医
療

機
関
で
受
診
し
た
と
き
、
窓
口
で

支
払
う
保
険
診
療
の
自
己
負
担
額

（
１
０
０
０
円
を
超
え
た
金
額
）

を
助
成
し
ま
す
。

障
が
い
を
持
つ
お
子
様
の
家
庭
の

た
め
に
次
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

③
特
別
児
童
扶
養
手
当

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
が
い

（
中
度
又
は
重
度
）
を
持
つ
２
０

歳
未
満
の
人
を
監
護
し
て
い
る
父

母
ま
た
は
養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

④
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金

母
子
家
庭
や
寡
婦
の
方
に
、
経

済
的
自
立
や
子
ど
も
の
福
祉
の
向

上
の
た
め
各
種
資
金
を
低
金
利
ま

た
は
無
利
子
で
お
貸
し
し
て
い
ま

す
。

▼
受
付
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

　

①
〜
③
に
つ
い
て

　

子
ど
も
課　

子
ど
も
支
援
班

　
（
南
分
庁
舎
１
階
）

　

☎
84
‐
３
７
１
２

　

④
に
つ
い
て

　

生
活
課　

福
祉
健
康
班

　

☎
84
‐
１
５
２
２

坂
下
南
幼
稚
園
が
仮
園
舎
へ

移
転
し
ま
す

坂
下
南
幼
稚
園
改
築
工
事
に
伴

い
、
現
在
の
坂
下
南
幼
稚
園
が
『
子

育
て
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
』（
旧

金
上
小
学
校
）
１
階
へ
移
転
し
ま
す
。

▼
場
所

会
津
坂
下
町
大
字
福
原

字
福
川
原
９
１
３
番
地

▼
利
用
期
間

平
成
26
年
８
月
25
日
〜

平
成
28
年
１
月
７
日
（
予
定
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

子
ど
も
課　

子
ど
も
支
援
班

（
南
分
庁
舎
１
階
）

☎
84
‐
３
７
１
２

18

町
役
場
臨
時
職
員
（
選
挙
事

務
）
募
集

採用種目 対象年齢 受付期間 試験日程 試験会場 備考
防衛医科大学校
看護学科学生

高卒（見込含）
21歳未満

９月５日～
９月30日

１次試験（筆記試験）
10月18日（土）

郡山労働
福祉会館

防衛医科大学校
医学科学生

高卒（見込含）
21歳未満

９月５日～
９月30日

１次試験（筆記試験）
11月１日（土）・２日（日）

郡山労働
福祉会館

防衛大学校学生
（前期）

高卒（見込含）
21歳未満

９月５日～
９月30日

１次試験（筆記試験）
11月８日（土）・９日（日）

郡山労働
福祉会館

▼問い合わせ先　自衛隊　福島地方協力本部　会津若松出張所 ※すべて受験料は無料です。
（会津若松市門田町大字黒岩字大坪57－１）☎２７－６７２４

平成26年度　自衛官採用試験（２）



県
民
健
康
調
査
「
妊
産
婦
に

関
す
る
調
査
」
に
つ
い
て

福
島
県
と
福
島
県
立
医
科
大
学
で

は
、
平
成
23
年
度
よ
り
毎
年
、
質
問

紙
に
よ
る
「
妊
産
婦
に
関
す
る
調

査
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
で
は
、
東
日
本
大
震
災

以
降
、
福
島
県
内
の
ご
心
配
を
抱
え

た
妊
産
婦
の
皆
さ
ま
に
対
し
ま
し

て
、
ご
心
配
を
軽
減
す
る
た
め
の
支

援
を
提
供
す
る
と
同
時
に
、
福
島
県

で
子
ど
も
を
産
み
育
て
よ
う
と
す
る

妊
産
婦
の
皆
さ
ま
の
現
状
や
ご
意

見
・
ご
要
望
を
的
確
に
把
握
し
、
妊

産
婦
の
皆
さ
ま
ご
自
身
が
次
の
お
子

さ
ま
を
儲
け
ら
れ
た
と
き
、
さ
ら
に

は
福
島
県
内
で
新
し
く
お
母
さ
ん
に

な
ら
れ
る
方
に
、
よ
り
よ
い
産
科
医

療
お
よ
び
母
子
支
援
を
提
供
で
き
る

よ
う
活
か
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
で
も
引
き
続
き
「
妊

産
婦
に
関
す
る
調
査
」
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
平
成
25
年
度
調
査
に
つ

き
ま
し
て
も
、
未
提
出
の
方
で
ご
協

力
い
た
だ
け
る
方
は
、
ご
回
答
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
に

つ
き
ま
し
て
は
、
福
島
県
立
医
科
大

学　

放
射
線
医
学
県
民
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
妊
産
婦

に
関
す
る
調
査
」（U

RL;http://
fukushim

a-m
im
am
ori.jp/

pregnant-survey/

）
の
ペ
ー
ジ
に

現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
、
ひ
と
り

親
家
庭
医
療
費
受
給
資
格
を
登
録
さ

れ
て
い
る
方
は
、
毎
年
８
月
に
「
現

況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
届
は
、
受
給
者
の
所
得

や
養
育
の
状
況
な
ど
を
調
べ
、
８
月

以
降
の
受
給
資
格
の
有
無
を
確
認
す

る
た
め
の
重
要
な
届
で
す
。
こ
の
届

を
提
出
し
な
い
場
合
は
、
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
該
当
者
に
は
関
係
書
類
を

郵
送
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限　

○
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

○
ひ
と
り
親
医
療
費
受
給
資
格
登
録

更
新
手
続
き

８
月
１
日
（
金
）
〜
８
月
29
日

（
金
）

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届

８
月
11
日
（
月
）
〜
９
月
９
日

（
火
）

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

子
ど
も
課　

子
ど
も
支
援
班

　
（
南
分
庁
舎
１
階
）

　

☎
84
‐
３
７
１
２

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

○
平
成
25
年
度
調
査
に
つ
い
て

▼
対
象
者

①
平
成
24
年
8
月
1
日
〜
平
成
25
年

7
月
31
日
ま
で
に
福
島
県
内
の
市

町
村
か
ら
母
子
健
康
手
帳
を
交
付

さ
れ
た
方

②
上
記
期
間
に
福
島
県
外
で
母
子
健

康
手
帳
を
交
付
さ
れ
た
方
で
、
福

島
県
で
里
帰
り
出
産
さ
れ
た
方

　

平
成

年
度
調
査
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
平
成
26
年
度
調
査
の
ご
案
内

▼
時　

期　

平
成
26
年
秋
頃

▼
対
象
者

①
平
成
25
年
８
月
１
日
〜
平
成
26
年

７
月
31
日
ま
で
に
福
島
県
内
の
市

町
村
か
ら
母
子
健
康
手
帳
を
交
付

さ
れ
た
方

②
上
記
期
間
に
福
島
県
外
で
母
子
健

康
手
帳
を
交
付
さ
れ
た
方
で
、
福

島
県
で
里
帰
り
出
産
さ
れ
た
方

対
象
と
な
り
ま
す
皆
さ
ま
に
は
調

査
票
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
②
の
方

は
妊
産
婦
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
て
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

福
島
県
立
医
科
大
学　

放
射
線
医

学
県
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

妊
産
婦
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
２
４
（
５
４
９
）
５
１
８
０

　
（
平
日
９
時
〜
17
時
）

平
成
26
年
度
の

国
保
税
の
税
率
に
つ
い
て

▼
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が
変
更

に
な
り
ま
し
た

７
月
号
広
報
に
掲
載
し
ま
し
た
と

お
り
、
今
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

の
税
率
が
決
定
し
、
納
付
書
を
発
送

し
ま
し
た
。

会
津
坂
下
町
の
国
民
健
康
保
険
は
、

平
成
20
年
度
よ
り
税
率
を
据
え
置
い

て
き
ま
し
た
が
、
医
療
費
の
増
加
に

と
も
な
い
税
率
の
改
正
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
今
年
度
の
税
率
を
決
定
し
ま

し
た
。

▼
税
率
の
比
較

所得割
（％）

資産割
（％）

均等割
（円）

平等割
（円）

医療分
平成25年度 3.80 17.93 13,600 19,000
平成26年度 5.56 12.54 18,000 19,000

支援分
平成25年度 2.94 12.94 8,400 11,800
平成26年度 2.94 9.12 8,400 11,800

介護分
平成25年度 1.24 9.67 7,000 6,000
平成26年度 1.88 6.72 8,400 6,000

▼
医
療
費
の
実
績

平
成
20
年
度
と
平
成
25
年
度
の
年

間
の
医
療
費
を
比
較
す
る
と
、
約
２

億
円
も
の
金
額
が
増
加
し
て
い
ま

す
。被

保
険
者
の
方
に
は
、
健
康
意
識

を
高
め
て
い
た
だ
き
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
で
疾
病
の
長
期
化
・
重
症

化
を
防
ぎ
、
健
康
で
明
る
い
生
活
を

お
く
る
と
と
も
に
、
国
保
税
を
納
期

内
に
納
付
し
、
国
保
財
政
の
安
定
運

営
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
活
課　

保
険
年
金
班

 （
④
番
窓
口
）

☎
84
‐
１
５
０
１

医療費の推移単位：千円
2,000,000
1,800,000
1,600,000
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1,000,000
800,000
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一般分
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お information

東
京
電
力
に
よ
る
原
子
力
損

害
賠
償
巡
回
相
談
会

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
よ
る
風
評
被
害
に
関
し
て
、
法
人

お
よ
び
個
人
事
業
主
が
被
っ
た
損
害

に
関
す
る
賠
償
の
仕
組
み
や
具
体
的

人
間
ド
ッ
ク
再
募
集

国
民
健
康
保
険
加
入
の
方
で
、
人

間
ド
ッ
ク
の
受
診
者
を
下
記
の
日
程

で
再
募
集
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

す
で
に
町
の
検
診
を
受
診
さ
れ
た

方
は
、
検
査
項
目
が
重
複
す
る
た
め

受
診
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

町
の
健
（
検
）
診
を
受
診
さ
れ
て

い
な
い
方
は
ぜ
ひ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
対
象
者

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
40
歳

〜
74
歳
の
方

（
昭
和
15
年
４
月
１
日
〜
昭
和
49

年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
方
）

▼
募
集
人
数

１
泊
２
日　

５
名

日
帰
り　
　

11
名

▼
実
施
時
期
（
病
院
指
定
日
）

○
１
泊
２
日
ド
ッ
ク

（
２
月
）

19
日
〜
20
日　

１
名

23
日
〜
24
日　

２
名

26
日
〜
27
日　

２
名

○
日
帰
り
ド
ッ
ク

（
10
月
）

17
日　

１
名

24
日　

１
名

（
11
月
）

４
日　

２
名

14
日　

２
名

20
日　

１
名

（
12
月
）

４
日　

２
名

９
日　

１
名

11
日　

１
名

▼
実
施
医
療
機
関

坂
下
厚
生
総
合
病
院

▼
受
付
期
間

８
月
19
日
か
ら
８
月
26
日
ま
で

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

▼
注
意

前
年
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
た
方
は

受
診
で
き
ま
せ
ん
。

１
世
帯
１
人
の
み
受
診
で
す
。

▼
自
己
負
担
額

１
泊
２
日
＋
脳
検
診

 
２
２
０
０
０
円

１
泊
２
日 
１
５
０
０
０
円

日
帰
り 

１
０
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
・
受
け
付
け
・
問
い
合

わ
せ
先

生
活
課　

保
険
年
金
班

（
④
番
窓
口
）

☎
84
‐
１
５
０
１

な
手
続
き
等
に
つ
い
て
、
東
京
電
力

に
よ
る
巡
回
相
談
会
が
次
の
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は

電
話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時　

８
月
26
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

▼
場
所　

会
津
坂
下
町
商
工
会
館

　
　
　
　

２
階
会
議
室

▼
予
約
受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
（
土

日
祝
祭
日
を
除
く
相
談
会
開
催
日

の
前
日
ま
で
）

※
事
前
予
約
が
無
い
場
合
は
、
相
談

窓
口
が
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
願
い
ま
す
。

▼
予
約
専
用
電
話
番
号

東
京
電
力
株
式
会
社
会
津
若
松
補

償
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
24
‐
０
７
１
０

な
お
、
９
月
以
降
は
、
会
津
坂
下

町
商
工
会
館
で
の
巡
回
相
談
会
は

「
廃
止
」
と
な
り
ま
す
。
会
津
ア
ピ

オ
の
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
場
所　

会
津
若
松
市
イ
ン
タ
ー
西

52
（
ア
ピ
オ
内
）

▼
開
催
日　

月
曜
日
〜
土
曜
日

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
）

▼
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ

孫
育
て
講
習
会

孫
育
て
の
不
安
や
悩
み
を
わ
か
ち

合
い
、〝
頼
れ
る
・
語
れ
る
〞
素
敵

な
じ
い
ち
ゃ
ん
・
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
目

指
す
ち
ょ
っ
と
す
す
ん
だ
子
育
て
講

習
会
を
行
い
ま
す
。
こ
の
講
習
会
を

通
し
て
今
ど
き
の
子
育
て
法
を
学

び
、
今
、
求
め
ら
れ
る
育
じ
い
・
育

ば
あ
を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

※
６
コ
マ
連
続
講
習
と
な
り
ま
す
。

▼
受
付
開
始
日

８
月
15
日
（
金
）
〜
定
員
に
な
り

次
第
終
了

▼
対
象
者

家
族
介
護
教
室
を
開
催
し
ま
す

高
齢
者
を
介
護
さ
れ
て
い
る
方
や

お
孫
さ
ん
と
ふ
れ
あ
う
方
（
予
定

者
含
む
）

▼
定
員

15
名
（
全
コ
マ
参
加
で
き
る
方
を

優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

▼
会
場　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
２
階

　

会
議
室

▼
参
加
費　

無
料

▼
講
習
日
程　
（
１
日
２
コ
マ
行
い

ま
す
）

①
９
月
８
日
（
月
）

子
ど
も
の
育
ち
・
お
世
話
に
チ
ャ

レ
ン
ジ

②
９
月
16
日
（
火
）

子
育
て
支
援
の
あ
れ
こ
れ
・
遊
び

の
体
験
タ
イ
ム

③
９
月
22
日
（
月
）

心
の
オ
ア
シ
ス
っ
て
？
・
交
流
会

終
了
式

▼
講
習
時
間

　

３
日
と
も
午
前
10
時
〜
正
午
ま
で

○
孫
育
て
講
習
会
記
念
講
演
会

▼
日
時　

９
月
20
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
場
所　

中
央
公
民
館　

大
研
修
室

▼
内
容　

祖
父
母
と
の
交
流
を
大
切

に
「
孫
育
て
」
の
す
す
め

▼
講
師

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
孫
育
て
ニ
ッ
ポ
ン

　

理
事
長　

棒
田
明
子
氏

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

特
定
非
営
利
法
人　

こ
こ
ろ
の
森

（
ば
ん
げ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
）

　

４
日
と
も
託
児
を
行
い
ま
す

　

☎
83
‐
０
７
０
８

介
護
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
を
対
象

に
、
家
族
介
護
教
室
を
開
催
し
ま

す
。介

護
の
中
で
の
様
々
な
課
題
を
学

習
し
た
り
、
介
護
者
同
士
の
情
報
交

換
の
時
間
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
日

頃
の
不
安
や
疑
問
を
解
消
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
出
前
講
座

に
よ
り
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
お
伺
い

し
ま
す
。

▼
日
時　

希
望
の
日
時
（
土
日
や
平

日
夕
方
で
も
、
な
る
べ
く
希
望
に

沿
う
よ
う
に
し
ま
す
。）

▼
場
所　

各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
や
集
会
所
等

▼
問
い
合
わ
せ
先

会
津
坂
下
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー

☎
84
‐
２
７
０
０
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男
の
料
理
教
室

　

食
べ
た
い
も
の
を
美
味
し
く
作
る

こ
と
は
、
そ
ん
な
に
難
し
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
料
理

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

会
津
坂
下
町
食
生
活
改
善
推
進
員

（
メ
ロ
ン
の
会
）
が
お
手
伝
い
し
ま

す
。

▼
日
時　

８
月
26
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時

▼
場
所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者

　

一
般
町
民　

男
性　

15
名
程
度

▼
持
参
品

○
エ
プ
ロ
ン

○
三
角
巾

○
実
習
費
と
し
て
５
０
０
円

▼
申
し
込
み
期
日

　

８
月
19
日
（
火
）
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
83
‐
１
０
０
０

敬
老
会
を
開
催
し
ま
す

町
で
は
長
寿
の
お
祝
い
を
記
念
し

て
、
敬
老
会
を
開
催
し
ま
す
。
ご
近

所
ご
友
人
な
ど
お
誘
い
合
わ
せ
て
お

い
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

９
月
13
日
（
土
）

▼
会
場　

坂
下
南
小
学
校
体
育
館

▼
対
象
者

　

９
月
１
日
現
在
で
満
75
歳
以
上
の

方▼
そ
の
他

　

該
当
者
に
つ
い
て
は
往
復
は
が
き

で
出
席
確
認
の
通
知
を
送
付
し
ま
し

た
。
出
席
さ
れ
る
方
は
、
返
信
用
の

は
が
き
を
投
函
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

出
席
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

※
当
日
は
、
上
履
き
を
ご
持
参
願
い

ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
83
‐
１
３
６
８

生
活
課　

福
祉
健
康
班

（
③
番
窓
口
）

　

☎
84
‐
１
５
２
２

平
成
26
年
度
福
島
県
動
物
愛

護
の
つ
ど
い

　

動
物
の
愛
護
と
適
正
飼
育
に
関
す

る
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

広
く
県
民
の
間
に
動
物
に
対
す
る
愛

護
の
精
神
と
適
切
な
飼
育
に
つ
い
て

の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
動

物
愛
護
児
童
画
展
、
動
物
愛
護
児
童

画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
、
動
物
ふ
れ

あ
い
、
保
護
収
容
動
物
譲
渡
、
犬
の

し
つ
け
方
デ
モ
、
動
物
健
康
相
談
、

所
有
者
明
示
方
法
（
迷
子
札
作
成
、

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
）、
働
く
犬
の
紹

介
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ご
来
場
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
開
催
日
時　

９
月
20
日
（
土
）

午
後
１
時
〜
３
時
（
小
雨
決
行
）

▼
開
催
場
所　

会
津
総
合
運
動
公
園　

ふ
れ
あ
い

の
丘

会
津
若
松
市
門
田
町
大
字
御
山
字

北
村
地
内

▼
参
加
費　

無
料　

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
県
会
津
保
健
所
生
活
衛
生
部

　

衛
生
推
進
課
食
品
衛
生
チ
ー
ム

　

☎
29
‐
５
５
１
６

第
７
回
ば
ん
げ
ち
び
っ
こ
リ

レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

今
年
も
鶴
沼
緑
地
公
園
を
会
場
に

「
ば
ん
げ
ち
び
っ
こ
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ

ン
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
リ
レ
ー

マ
ラ
ソ
ン
は
６
人
１
チ
ー
ム
で
１
周

1.6
㎞
の
コ
ー
ス
を
１
人
１
周
ず
つ
走

っ
て
リ
レ
ー
し
ま
す
。

　

走
る
こ
と
が
大
好
き
と
い
う
お
友

達
と
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

学
校
の
ク
ラ
ス
・
ス
ポ
少
・
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
・
友
達
同
士
な
ど
で
チ
ー

ム
を
つ
く
り
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

▼
日
時　

10
月
13
日
（
月
）

　
　
　
　
【
体
育
の
日
】

▼
開
会　

午
前
９
時

▼
会
場　

鶴
沼
緑
地
公
園

　
　
　
　
（
サ
ッ
カ
ー
場
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

金
上
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

☎
83
‐
３
５
３
８

　

中
央
公
民
館

　

☎
83
‐
３
０
１
０
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　“お祭りの季節がやってきました。”今回ご紹介するのは、８月中旬～９月に開
催される各地区で古くから行われて来た伝統あるお祭りです。皆様もお出かけに
なり、普段目にすることのできない伝統の踊りやしきたりに触れてみてはいかが
でしょうか。

イベント名 開催日 開催時間 場 　所（内容）

青津甚句
納涼盆踊り大会

８月14日（木）
午後７時～

９時

青津児童公園（やぐら・笛・太鼓そして青津甚句特有
の歌と踊り子が舞う、盆踊りと自前の各出店で賑わい
ます。）

台ノ宮かんしょ踊り ８月16日（土）
午後７時～

10時
台ノ宮公園（出店多数、皆で踊りましょう。）

塔寺区豊年踊り
（盆踊り）

９月７日（日）
午後６時～

８時
心清水八幡神社境内（区民が集い、おはやしで盆踊り
を実施。青年団の出店有。抽選会が好評。）

若宮八幡神社祭礼
（牛沢甚句踊り）

９月９日（火）
午後７時～
９時30分

若宮八幡神社境内（牛沢甚句及び豊年踊りを行います。
仮装大会や抽選会及び各種賞品を準備しています。）

※上記以外にも各地区集落で夏祭り等が開催されています。ぜひ一度お出かけください！！

会津坂下町の伝統の祭り



五浪美術記念館より
８月31日（日）まで

『やないふみえ展～毎日、図画工作。～』開催中!!
やないふみえさんは、当町出身の童画家です。町内小学校で
使用している副読本のイラストも手がけられました。
※■は休館日です。
※８月21日（県民の日）は無料観覧日です。
※９月は館内整理のため休館します。
▼問い合わせ先　教育課　社会文化班　☎８３－３０１０

８月の開館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

お information

会
津
坂
下
警
察
署
よ
り

会
津
坂
下
町
で
は
、
６
月
中
、
刑

法
犯
の
発
生
が
９
件
あ
り
ま
し
た
。

空
き
巣
な
ど
に
ご
用
心
‼

本
年
、
管
内
に
お
い
て
空
き
巣
な

ど
の
住
宅
侵
入
窃
盗
が
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

住
宅
侵
入
窃
盗
は
、
皆
様
の
日
頃

の
心
掛
け
に
よ
り
、
被
害
を
防
ぐ
こ

と
が
出
来
る
も
の
で
す
の
で
、
次
の

防
犯
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

★
玄
関
、
勝
手
口
、
窓
な
ど
の
鍵
を

か
け
る

・
短
時
間
の
外
出
で
も
鍵
を
か
け
る

習
慣
を
つ
け
る
。

・
補
助
錠
な
ど
で
二
重
に
鍵
を
か
け

る
。

・
窓
ガ
ラ
ス
に
防
犯
フ
ィ
ル
ム
を
貼

付
け
る
こ
と
も
効
果
的
。

★
屋
外
用
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
を
設
置

す
る

・
玄
関
な
ど
の
出
入
口
付
近
や
家
の

死
角
に
な
る
所
に
設
置
す
る
。

★
家
の
周
り
の
見
通
し
を
良
く
す
る

・
塀
や
垣
根
は
低
く
し
て
周
囲
か
ら

の
見
通
し
を
良
く
す
る
。

★
家
の
周
り
に
足
場
に
な
る
物
を
置

か
な
い

・
窓
や
２
階
へ
の
侵
入
経
路
に
な
っ

て
し
ま
う
よ
う
な
物
を
置
か
な

い
。

★
見
知
ら
ぬ
人
に
は
挨
拶
を
す
る

・
犯
人
は
下
見
を
す
る
場
合
が
あ

り
、
声
を
か
け
ら
れ
た
り
見
ら
れ

た
り
す
る
こ
と
を
嫌
う
。

★
近
所
で
声
を
か
け
合
う

・
旅
行
な
ど
で
留
守
に
す
る
時
は
、

近
所
に
ひ
と
声
か
け
て
お
く
。

会津坂下町内街頭犯罪等発生状況（平成26年6月末現在）
区　分 管内 会津坂下町 区　分 管内 会津坂下町

強 盗 自販機ねらい
空き巣ねらい 7 2 車 上 ね ら い
忍 込 み 4 ひ っ た く り
事 務 所 荒 し 部 品 ね ら い
出 店 荒 し 強制わいせつ
自 動 車 盗 街頭犯罪合計 18 9
オートバイ盗 その他刑法犯等 38 30
自 転 車 盗 7 7 全 刑 法 犯 56 39

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

会
津
坂
下
警
察
署

　

☎
83
‐
3
4
5
1

　

お
盆
期
間
中
は
休
ま
ず
営
業
い
た

し
ま
す
。

８
月
５
日
（
火
）
〜
８
月
17
日

（
日
）なお

、
８
月
18
日
（
月
）
は
休
館

日
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
管
理
運
営

　

㈱
会
津
ば
ん
げ
公
共
サ
ー
ビ
ス

　

☎
83
‐
１
３
４
４

糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
よ
り
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子
ど
も
を
見
か
け
た
ら

運
転
注
意
！

全
国
的
に
登
下
校
中
の
児
童
生
徒

と
車
の
接
触
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
町
内
に
お
い
て
も
、
横
断
歩
道

を
通
過
す
る
時
や
、
歩
道
を
横
切
る

場
合
は
、
歩
行
者
の
早
期
発
見
に
努

め
、
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
運

転
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
課　

教
育
総
務
班

　

☎
84
‐
３
７
１
１

消
防
署
よ
り

〈
応
急
手
当
普
及
員
講
習
会
の
開
催

に
つ
い
て
〉

会
津
若
松
消
防
本
部
で
は
応
急
手

当
の
普
及
推
進
を
図
り
、
救
命
率
の

一
層
の
向
上
を
目
的
に
平
成
26
年
度

の
応
急
手
当
普
及
員
講
習
会
開
催
を

９
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

応
急
手
当
普
及
員
に
な
る
と
…

事
業
所
ま
た
は
防
災
組
織
な
ど
で

当
該
事
業
所
の
従
業
員
ま
た
は
防
災

組
織
な
ど
の
構
成
員
に
対
し
て
普
通

救
命
講
習
会
の
指
導
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

受
講
人
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
会
津
坂
下
消
防
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

会
津
坂
下
消
防
署

☎
83
‐
４
１
０
０



注　

意

○申込は原則、土・日・祝日を除く
　午前８時30分～午後５時15分　
○費用・料金等の記載のないものは無料
○「申込」の記載があるものは事前に申込が必要

お information

＝場所 問＝問い合わせ ＝内容 ＝申込期日 ＝対象者 ＝持参品

事 業 名 日　 時 開催場所
申込・問い合わせ先 備　 考

司法書士無料
相談会

8 月16日（土）
午後 1時～ 4時

　会津坂下町
　　中央公民館中研修室
問　あいづ司法書士総合相

談センター
○予約電話番号
　☎29‒3155　
○予約受付時間
　午前10時～12時30分
　午後 1時30分～ 4時

不安に思っていること、これからの生活の
こと等についてみなさんのお話をじっくりお
聞きします。
相談日時に予約された方は、当日相談会場
において無料にて相談をお受けいたします。
なお、緊急を要する場合は、最寄の司法書士
を紹介いたしますが、原則有料となります。9月 6日（土）

午後 1時～ 4時 　会津若松市
　　稽古堂
問　同上

10月 4 日（土）
午前10時

～午後 3時

すこやかキッズ

8 月21日（木）
午前10時～
　　11時30分

　健康管理センター
問　☎83-1000
※申し込みはいりません

　 2歳～幼稚園入園前の子供と保護者
　オムツ・飲み物
　読み聞かせ・楽しく遊ぼう

9月11日（木）
午前10時～
　　11時30分

　 0～ 2歳の子供と保護者
　オムツ・ミルク・飲み物・バスタオル
　ふれあい遊び・ベビーマッサージ
※予防接種前後24時間はベビーマッサージが
できませんのでご注意ください。

☆ワクワク　　
　　ドキドキ☆
楽しい広場

8 月23日（土）
午前 9時30～

11時30分

　ばんげ保育所
問　☎83-3202　

　町内在住の小学校入学前のお子さんです。
「お水だいすき♪」
※　水遊びができる準備をお願いします。
※　飲み物は、各自持参してください。

行政相談会
9 月 2 日（火）
午前10時

～午後 1時

　坂下コミュニティセン
ター（町民体育館内）

問　同上
　　☎83-0522　

役所等への苦情や問題などの相談に応じま
す。

司法書士・
土地家屋調査士
による相談会

9 月 4 日（木）
午前 9時30分

～正午

　会津坂下町
　　保健福祉センター
問　会津坂下町
　　社会福祉協議会
　　☎83-1368　

財産、土地家屋問題などに関する困りごとの
相談に応じます。

入園前のお子さん
幼稚園に

遊びに来てね♪

9 月10日（水）
午前 9時30分

～午後 1時
幼稚園の友だち
と楽しく遊んだ
り、一緒にお弁
当を食べたりし
ましょう。

　坂下南幼稚園
　　（旧金上小学校）
　　坂下東幼稚園
それぞれの地区のお子さん
を受け入れます。
問　坂下南幼稚園
　　☎83-2410
　　坂下東幼稚園
　　☎83-8590　

　町内在住の幼稚園入園前のお子さんです。
　今年度３回目の園開放になります。
　　今後の予定は11月・１月です。
≪注意事項≫
○坂下南幼稚園は、仮園舎（旧金上小学校）
で行います。
○ご家族の方の付き添いをお願いします。
○動きやすい服装でおいでください。
○おやつや玩具は持ってこないでください。

秋まつり
（宵まつり）

9 月13日（土）
午後 6時～ 8時

　会津坂下町
　　メインストリート
問　秋まつり実行委員会
（一社）会津坂下町観光
物産協会

　　☎83‒2111　

　提灯行列・ライトアップ山車

秋まつり
（本まつり）

9 月14日（日）
午前 9時～
午後 8時30分

　稚児行列・神輿渡御（9:00～12:00）
　　仮装山車コンクール（13:00～16:30）
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国民健康保険加入の70歳以上74歳以下の方が、医療機関にかかる際に提示する「高齢受給者
証」の有効期限が７月31日までのため、８月１日からお使いいただく受給者証を納付書と一緒
に送付しました。

高齢受給者証が更新されました

70歳以上74歳以下の方

医療機関にかかった時に支払う一部負担金は、下の表のように平成25年中の所得に応じて「３割負担」
と「２割負担（75歳到達まで特例措置により１割）」「２割負担」に区分されています。
医療費負担割合 負担区分 該当者の判定基準

２割
低所得Ⅰ

世帯主及び国保被保険者全員が住民税非課税で、その世帯の判定対象者
の各所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を80万円として計算）
を差し引いたときに０円になる方

低所得Ⅱ 世帯主及び国保被保険者全員が住民税非課税の方
一般 住民税課税の世帯の方で一定以上所得者区分にあてはまらない世帯の方

２割
（75歳到達まで特
例措置により１割）

低所得Ⅰ
負担区分の判定基準は、上記、２割と同じ
平成26年４月１日以前に70歳になられている方が該当低所得Ⅱ

一般

３割 一定以上
所 得 者

70歳以上の国保被保険者のうち、１人でも課税所得が145万円以上の人
が同一世帯にいる方

※「一定以上所得者」のうち、下の条件に該当する方は申請により
4 4 4 4 4

「一般」区分と同様になります。

70歳以上74歳以下の国保被保険者
上記の該当者が１人の世帯で、総収入383万円未満
上記の該当者が２人以上の世帯で、総収入520万円未満

「限度額適用認定証」「標準負担額減額認定証」の申請について
国民健康保険に加入している方が、入院や継続した療養の際に利用する

「限度額適用認定証」及び、「標準負担額減額認定証」の有効期限が７月31
日となっています。これらの認定証は自動継続となりませんので、引き続
き該当する方（８月１日以降も継続して入院や療養中の方）や、新たに必
要となる方は、認定証の交付申請を忘れずに行ってください。

【問い合わせ先】生活課　保険年金班（④番窓口）☎８４－１５０１

医療機関での負担割合で
す。表示方法については
下の表をご覧下さい。

有効期限は平成27年７月31日と
なります。ただし、75歳になる方
は誕生日前日までとなります。

国民健康保険
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町の人口と世帯 今月の納税今月の納税

お誕生おめでとう

※　掲載を希望されない方は、「戸籍
の届書」を提出する際に、戸籍の
担当に申し出てください。

ごめい福をお祈りします

❽月の保健ガイド
会津坂下町健康管理センター　☎83－1000

【役場周辺】 【学校等における測定結果（7月13日）】
月　日 数値
7月 1日 0.080
6 月 1 日 0.084
5 月 1 日 0.081
4 月 1 日 0.081
3 月 1 日 0.061

マイクロシーベルト／時
調査地点 数値 調査地点 数値
坂 下 中 学校 0.087 坂下南幼稚園 0.100
坂下南小学校 0.123 坂下東幼稚園 0.121
坂下東小学校 0.121 ばんげ保育所 0.074

えくぼ遊育園 0.119
▼問い合わせ先　総務課　除染対策係　☎84-1527

8 月10日（日）～ 9月10日（水）までの情報をお知らせします。

乳幼児健康診査
場　　所　会津坂下町健康管理センター
持 参 品　母子健康手帳・乳幼児健康管理手帳
受付時間　午後 1時～ 1時20分

事　業　名 月　日 対　　象　　者
4 か月児 9 月 9 日（火） 平成26年 4 月15日～ 5月14日生

2 歳 6 か月児 8 月26日（火） 平成24年2 月・3月生

3 歳 6 か月児 8 月21日（木） 平成23年2 月・3月生

むし歯予防フッ素塗布
場　　所　会津坂下町健康管理センター
持 参 品　母子健康手帳・フッ素塗布受診券
受付時間　午後 1時～ 1時20分

事　業　名 月　日 対　　象　　者
1 歳

9 月 5 日（金）

平成25年6 月・7月生

2 歳 平成24年8 月・9月生

3 歳 平成23年8 月・9月生

4 歳  平成22年10月・11月生

休日救急診療当番
※ 変更になる場合があります。

8月10日（日） 佐藤整形外科医院 ☎ 83-1155
8 月24日（日） 平野医院 ☎ 83-2243
9 月 7 日（日） 荒井医院 ☎ 83-2224

救　急　病　院
坂下厚生総合病院 ☎ 83-3511

県医師会のホームページでも確認できます。
http://www.e-sense.ne.jp/̃ken-ishikai/

25

人　口………16,471人（－20）

　男　……… 7,882人（－ 3）

　女　……… 8,589人（－17）

世帯数……… 5,430戸（＋ 4）

（ 7月 1日現在） 【納期限9月1日（月）】

●町県民税　　●国民健康保険税

●住宅使用料　　●介護保険料

●児童福祉負担金●後期高齢者保険料

●上・下水道・農業集落排水使用料

戸籍の窓口
6 /21～ 7 /20届出分

地　区 名　　前 （保護者）

古坂下 目　黒　羽
は

　瑠
る

（宏　志）

茶屋町 大　井　心
きよ

　晴
はる

（利　幸）

緑 町 鈴　木　賢
けん

　聖
せい

（賢　司）

桜木町 武　藤　莞
かん

　大
た

（裕　紀）

大 村 鈴 木 竹 雄（95歳）
舟 渡 渡 辺 清 司（85歳）
牛 沢 丸　山　フミヱ（89歳）
青 津 小　池　フミヨ（87歳）
新栄町 齋　藤　つる子（96歳）
中政所 橋 本 吉 雄（64歳）
本 名 代 島 和 義（68歳）
大 上 残 間 光 男（91歳）
塔 寺 佐 藤 寛 治（87歳）
諏訪町 江 川 庭 吉（96歳）
上金沢 長谷川　　　敏（65歳）
柳 町 舟　木　ミツエ（83歳）
袋 原 大　竹　ミヱ子（74歳）
村田新田 吉　井　フジノ（91歳）
船 窪 鈴 木 英 夫（85歳）
青 津 松 本 七 子（88歳）
新 町 遠 海 雪 雄（83歳）
古坂下 廣　田　喜佐子（80歳）
見 明 齋 藤 智 子（62歳）

【休日の水道修理当番】
（8/10～9/10）

休日は下記に問い合わせください

建設課  上下水道班
☎84-1530
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P
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①

②

湯川村・

会津坂下町

共同企画

「道の駅あいづ　湯川・会津坂下」の
地域振興施設と交流促進施設が完成しました！
平成25年7月より湯川村と会津坂下町が建設を進めてきました「地域振興施設」及び「交流促進施
設」がこのたび完成しました。国土交通省が建設した「道路情報提供施設」とともに、「道の駅あい
づ　湯川・会津坂下」の中核施設として多くの方々にご利用いただけるよう、10月の開業を目指し
周辺の整備と合わせ準備を進めています。

「道の駅あいづ　湯川・会津坂下」施設案内

「人の駅・川の駅・道の駅」協議会、㈱湯川会津坂下（指定管理者）からのお知らせ

道路情報提供施設
地域振興施設

（農産物マーケット）
（人のひろば） （あいづ物産館、レストラン）

（国道49号佐野目交差点側から撮影） 

（情報休憩室）

（トイレ）

①地域振興施設
（農産物マーケット内部）

②道路情報提供施設
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n.aizubange.fukushim
a.jp 会津坂下町Facebook（フェイスブック）を情報発信中

http://www.facebook.com/town.aizubange.fukushima　 QRコード

「人の駅・川の駅・道の駅」
拠点整備事業

◎「川の駅」消防訓練広場で自動車やバイクに
よる暴走行為をしているとの報告がありまし
た。このような行為は危険ですので当然禁止と
しています。また、「川の駅」の消防訓練広場
及び多目的自由広場の芝生へは自動車やバイク
などの車両は乗り入れできません。ルールやマ
ナーを守って正しく使用しましょう。

芝生の上に車両が
乗り入れて付いた
タイヤの跡


